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編
集

後
記

令
和
五
年
五
月
よ
り
、
長
く
続
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
五
類
相
当
に
変
更
と
な
り
、
恐
る
恐
る
で
は
あ
る
が
日
常
を

取
り
戻
す
べ
く
社
会
活
動
が
再
開
さ
れ
た
。
本
学
に
つ
い
て
は
、
年
度
単
位
で
の
予
定
に
囚
わ
れ
て
し
ま
い
、
今
年
度
い
っ
ぱ

い
は
半
数
余
り
の
授
業
が
オ
ン
デ
マ
ン
ド
形
式
の
ま
ま
残
っ
て
し
ま
っ
た
。
世
間
と
の
ズ
レ
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
る
。

令
和
六
年
度
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
の
授
業
が
対
面
形
式
に
戻
り
、
や
っ
と
コ
ロ
ナ
以
前
の
状
況
に
戻
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

さ
て
、
昭
和
三
十
九
年
一
月
の
創
刊
以
来
連
綿
と
続
い
て
き
た
本
誌
も
、
今
回
で
第
六
〇
号
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第

一
号
を
見
る
と
、
さ
ら
に
そ
の
前
身
と
し
て
、
新
制
大
学
発
足
の
昭
和
二
十
四
年
に
英
文
学
会
と
共
同
で
『
樟
蔭
文
学
』
と
し

て
創
刊
さ
れ
、
十
四
年
間
続
い
た
後
に
本
誌
に
発
展
的
に
移
行
し
た
と
あ
り
、
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
の
歴
史
と
歩
を
一
に
し
て

き
た
雑
誌
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

記
念
す
べ
き
本
号
で
は
、
中
周
子
名
誉
教
授
よ
り
、
本
学
園
卒
業
生
で
あ
る
田
辺
聖
子
の
新
資
料
に
よ
る
『
新
源
氏
物
語
』

成
立
の
経
緯
に
つ
い
て
の
ご
論
考
、
白
川
哲
郎
教
授
に
は
、
や
は
り
新
た
に
発
見
さ
れ
た
終
戦
を
挟
む
時
期
の
田
辺
の
日
記
を

分
析
し
、
田
辺
の
〈
知
の
履
歴
〉
に
つ
い
て
の
新
た
な
考
察
を
行
な
っ
た
論
考
、
奈
良
﨑
英
穂
教
授
に
は
、
現
在
話
題
と
な
っ

て
い
る

C
h
a
t
G
P
T
を
使
い
、
ホ
ラ
ー
作
家
な
ら
で
は
の
視
点
か
ら
実
験
的
な
分
析
を
試
み
る
ご
論
考
を
、
そ
れ
ぞ
れ
投
稿

し
て
い
た
だ
い
た
。

さ
ら
に
七
〇
号
を
目
指
し
、
教
育
、
研
究
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。

（
国
文
学
科
長
田
原
広
史
）


